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１．初めに１．初めに

ＤＭ－１（Ｈ２６．５）
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平成２６年５月、発電所の敷地内北側に設置している環境用ダスト放

射線モニタＮｏ．１（以下「ＤＭ－１」と言う）に係わる測定値に関して、下

 記に示す二つの事象が発生した。

全α

 
・全β放射能の相関崩れ

５月２日６時～１２時の測定値＊

で、全α

 
・全β放射能の相関崩れ

が発生した。

＊：６時間大気を吸引し、６時間放置後に、 ６

時間全α

 

・全β

 

を測定して得られた値

５月のγ線核種濃度の上昇

５月に発生したダストろ紙１２４

枚を一括して核種分析したところ、

γ線核種濃度の上昇が認められ

た。

DM-1　大気浮遊じんのγ核種濃度推移
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２－１．２－１．
 

５月２日６時～１２時のダスト５月２日６時～１２時のダストろろ紙の紙の調査調査

いずれの事象も、５月２日６時～１２時のダストろ紙に、下記に

示す放射性物質が付着している可能性が高いと考えた。

α線を放出せず、β線とγ線を放出する核種が付着

付着している放射能量は数Ｂｑ程度


 

事象から言える事

＜全α

 
・全β放射能の相関崩れ＞

 
＜

 
５月のγ線核種濃度上昇＞

ＤＭ－１（Ｈ２６．５）
y = 1.4468x + 0.0096
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DM-1　大気浮遊じんのγ核種濃度推移
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ダストろ紙の核種分析を実施
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２－２．２－２．
 

５月２日６時～１２時のダスト５月２日６時～１２時のダストろろ紙の紙の調査調査


 

核種分析結果

５月分のダストろ紙について、核種分析を実施した。

この結果、１２４枚の内１枚から約４ＢｑのＣｓが検出された。


 

二つの事象の原因

『

 
５月２日６時～１２時の全α

 
・全β放射能の相関崩れ』、及び『

 
５月

のγ線核種濃度上昇』の原因は、『５月２日６時～１２時のダストろ紙に約

４ＢｑのＣｓが付着していた』ことによるものであると推定した。

次に、

 
５月２日６時～１２時のダストろ紙に

Ｃｓが付着した原因の調査を実施
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３－１．ダスト３－１．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査


 

ダストろ紙にＣｓが付着する可能性のある箇所の確認

全α

 
・全β放射能の相関崩れは、ＤＭ－１の測定値に基づくもの

であることから、ＤＭ－１での測定までのステップにおいてＣｓがダス

トろ紙に付着したと考えられる。

①ダストろ紙保
管、局舎までの
運搬

②ＤＭ－１への
ダストろ紙取付

③ＤＭ－１で６
時間大気吸引

⑤ＤＭ－１で全
α、全β６時
間測定

１ヶ月分のダスト
ろ紙を一括核種分
析して作業終了

これ以降、
数ステップ有

ダストろ紙に
Ｃｓ付着の可能性の

あるステップ

④ＤＭ－１で６
時間放置

＜大気浮遊じんの測定の流れ＞
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３－２．ダスト３－２．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査

測定の流れ Ｃｓ付着の要因 調査結果 評価

①ダストろ紙保管、

局舎までの運搬

保管場所、車内の汚染 ダストろ紙はビニール養生 ×

作業者の汚染 ダストろ紙はビニール養生 ×

②ＤＭ－１へのダス

トろ紙取付

局舎、ダストモニタの汚染 汚染検査の結果、汚染なし ×

作業者の汚染 聞き取り調査の結果、可能性小 ×

③ＤＭ－１で６時間

大気吸引

２Ｆ排気筒からの放出 Ｃｓの放出無し ×

ＤＭ－１吸込み配管内の汚染 現在の設備は震災後しばらく経っ

 
た平成２４年４月から使用

×

ＤＭ－１近傍での舞い上がり 詳細はＰ７ △

ＤＭ－１風上方向での舞い上がり 詳細はＰ７ △

１Ｆプラントからの放出 詳細はＰ９ ×

１Ｆ構内作業での舞い上がり 詳細はＰ９ ×

④ＤＭ－１内で６時

間放置

ＤＭ－１の汚染 汚染検査の結果、汚染なし ×

⑤ＤＭ－１で全α・

全β６時間測定

ＤＭ－１検出部の汚染 検出部の汚染の有無は調査不可

前後の値に異常なし

×


 

Ｃｓ付着の要因分析 ○：可能性大

 

△：可能性中

 

×：可能性小・可能性なし

（機器側の異常による測定値の変動：×）
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３－３．ダスト３－３．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査

Ｃｓ付着の要因 調査項目 調査結果 評価

・ＤＭ－１近傍での

Ｃｓの舞い上がり

・ＤＭ－１風上方向で

の舞い上がり

ＤＭ－１近傍での作業 ５月２日は近傍で作業なし

但し、車、人の接近は調査不可

△

ＤＭ－１近傍、

ＤＭ－１風上方

向のＣｓが舞い

上がり付着した

可能性あり

ＤＭ－１近傍の陸土の

Ｃｓ濃度

前の道路（砂利道）の砂塵

：３４００Ｂｑ／ｋｇ

約８０ｍ西側の陸土

：７８００Ｂｑ／ｋｇ

２Ｆ敷地外の陸土の

Ｃｓ濃度

北に約２．９ｋｍ

：９、１００Ｂｑ／ｋｇ

北西に約１．５ｋｍ

：１１，０００Ｂｑ／ｋｇ

敷地南側ダストモニタ

の測定値

５月２日６時～１２時の全α

 

・

全β放射能の相関に問題なし

モニタリングポスト７台

の測定値

５月２日６時～１２時の間、有意

な変動なし（グラフはＰ８）

２Ｆで測定した風向、

風速

５月２日６時～１２時

風向：ほとんどが西北西

風速：１．５～７．３ｍ／ｓ


 

Ｃｓ付着の要因分析
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３－４．ダスト３－４．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査

２Ｆ

 
モニタリングポストの指示値（５月２日）
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３－５．ダスト３－５．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査


 

Ｃｓ付着の要因分析

Ｃｓ付着の要因 調査項目 調査結果 評価

・１Ｆプラントからの

Ｃｓの放出

・１Ｆ構内作業での

Ｃｓの舞い上がり

１Ｆプラントからの放出 継続的に放出有（原子力発電

所の環境放射能測定結果より）

×

風向から判断

 
して、１Ｆからの

 
ものではないと

 
判断する。

１Ｆ構内作業 数多くの作業あり

１Ｆ南側大気浮遊じん

の測定値（月毎）

５月

 

有意な変動なし

（グラフはＰ１０）

１Ｆ南方向モニタリング

 
ポストの測定値

５月２日６時～１２時の間、有意

な変動なし（グラフはＰ１０）

１Ｆで測定した風向、

風速

５月２日６時～１２時

風向：ほとんどが西、又は

西北西

風速：１．７～７．７ｍ／ｓ

２Ｆで測定した風向、

風速

５月２日６時～１２時

風向：ほとんどが西北西

風速：１．５～７．３ｍ／ｓ
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３－６．ダスト３－６．ダストろろ紙へのＣｓ付着の調査紙へのＣｓ付着の調査
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モニタリングポストの指示値

（５月２日）
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４．まとめ４．まとめ



 
敷地北側の大気浮遊じんに係わる二つの事象について、原因の調査を行った。

・

 
５月２日６時～１２時の全α

 
・全β放射能の相関崩れ

・

 
５月のγ線核種濃度の上昇



 
この結果、上記二つの変動は、５月２日６時～１２時のダストろ紙に、ＤＭ－１近傍、

 又はＤＭ－１風上方向のＣｓが舞い上がり約４ＢｑのＣｓが付着したことが原因である

 と推定した。



 
風や車両・人・動物の接近による舞い上がりや作業者の汚染等、いくつかの要因が

 想定されるが、調査では特定できなかった。



 
１Ｆから２Ｆまでの中間点におけるダストモニタの状況や当時の風向から、 １Ｆの汚

 染物質飛散と特定するには至らなかった。



 
周辺の土壌の放射能分析結果から、土壌舞い上がりでダスト濃度上昇に寄与する

 ことは考えられるが、今まで同様の事象は確認されていない。



 
今後も注意深く監視していく。
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＜参考資料＞＜参考資料＞
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